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［イタリア中部の地震 SAR］ 

イタリア中部では，2016年8月24日にMw6.2（USGS，以降同じ）の地震が発生し，その

北側で10月26日にMw6.1，10月30日にMw6.6の地震が発生した．これらの地震について，「だ

いち2号」（ALOS-2）PALSAR-2データの干渉解析を行った． 

第1～2図は，8月24日のMw6.2の地震についての解析結果である． 

第1図はだいち2号のSAR干渉解析結果であり，左図が西南西側から，右図は東南東からの観測

である．震央付近で衛星から遠ざかる向きの変動が見られる．地殻変動の特徴は，地震波から推

定されたメカニズム解（北北西－南南東走向の正断層型）と調和的である． 

第2図は，第1図の2枚の干渉画像から，2.5次元解析により地殻変動の準東西成分と準上下成分

の分布を求めた結果である．震央付近で沈降が見られ，最大約20cmの沈降量となっている．また，

沈降域の東側では東向き，西側では西向きの変動が見られる．変動域の北東部では，変位量の不

連続線が約5kmにわたって見られ，この領域で地表地震断層が現れたと考えられる． 

第3図は，10月26日のMw6.1及び10月30日のMw6.6の地震についての解析結果である． 

第3図の左図は8月24日と10月26日の地震による地殻変動を示している．北側の10月26日の地震

に伴う地殻変動は，南側の8月24日の地震の地殻変動と同様の傾向を示しており，地震波から推定

される地震のメカニズム解（北北西－南南東走向の正断層型）と調和的である．これら2つの地震

の変動域は重複しておらず，間に変動が見られない領域が存在する． 

 第3図の右図は10月26日と10月30日の地震による地殻変動を示している．震央の東約8km付近で

最大60cm以上の衛星から遠ざかる向きの地殻変動が見られるが，さらにその東隣では干渉縞の間

隔が狭く複雑な位相変化が見られ，複雑な地殻変動が生じたことを示している．この領域は，8

月24日と10月26日の地震で変動が見られなかった領域（左図参照）に一致しており，2回の地震で

破壊しなかった領域が10月30日の地震で破壊したと考えられる．なお，8月24日の地震で見られた

変位量の不連続線の南北延長上で位相の不連続が見られ，10月30日の地震でも地表地震断層が現

れたと考えられる． 
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第1図 2016年８月24日イタリア中部の地震に関する合成開口レーダー解析結果（１） 
Fig.1  Synthetic Aperture Radar (SAR) interferogram of central Italy earthquake on August 24, 2016. 
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第2図 2016年８月24日イタリア中部の地震に関する合成開口レーダー解析結果（２） 
Fig.2  2.5-D surface deformation of central Italy earthquake on August 24, 2016. 
      Quasi up-down component of displacement (top), quasi east-west component of displacement 

(bottom). 
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第3図 2016年10月26日，30日イタリア中部の地震に関する合成開口レーダー解析結果 
Fig.3  Synthetic Aperture Radar (SAR) interferogram of central Italy earthquakes on October 26 and 30, 

2016. 
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